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季展短

Sin-iti AOKI 1951 A Study on Adhesion Strength ofIce. L&w Temperature Science 6. 

てし、附者却に つの

異木青

応用物混学部門〕(1弐百五科学研究所

t昭和 Zl年 10月畏l1Ill

湿度oOCで表面のぬれている氷の塊をふたつ接i備させると，開方の氷の塊は接合してしま

ぅ。とれはよくしられた事実であるのしかし，温度がooCよりひくく，氷の表面が乾いてい

ても，ふたつの氷の塊を押しつければ、やはり接合する勺 E霊祭1.5cmの氷の球をふたつつくっ

て， (ガラスの年球に水道の7}くをいれて凍らしてつくった)それを fgrゐカで tseC間治し

可
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166 -iif 水 B芝

つけたあと，ふたつの球?とひきはなすのに必要注カ Fgrを測定した。ヵ fをかけるのには

錘りをつかい，カFは細い針金でつくったスプリングではかった。附関は tと Fjfとの関

係を示す図である。 fの[直は測定値を示す点の形によってあらわしてある。温度も図にかき

いれてある。oiIedとあるのは，ふたつの氷の表面iζ油をぬってから接合させたときのもの

で， (a)図では測定fu立を示す点の雨聞にたて棒をひいてそのとと?と示した。 (c)図は全部 oil

した場合のものであるb 国で、みるように， oilしてもしなくてもほとんどかわりが友い。(文

部省科学班究費による。〉


